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平成29年度津島市人事行政の運営状況

津島市の人事行政運営の公正性や透明性を高めるため、職員の給与、勤務条件、福利厚生などについて公表します。
なお、今回掲載したものは概要版です。より詳細な資料を市のホームページに掲載していますのでご覧ください。

（特に記載のない限り平成29年4月1日現在、特別職および教育長を除く数値です）

職員の任免および職員数に関する状況

職員の給与の状況

1　平成29年度における職員の任免の状況

2　職員数の状況

1　人件費の状況（平成29年度普通会計決算）

2　職員給与費の状況（平成29年度普通会計決算）

平成29年
4月1日

区　　分

1,080人
(43人)

69人
(10人)

121人
 (17人)

1,028人
(36人)

一般行政
部　　門

313人
(27人)

303人
(21人)

▲10人
(▲6人)

住民基本台帳人口
(平成30年1月1日)

歳　出　額
Ａ

人　件　費
Ｂ

人件費率
（Ｂ／Ａ）

　　　　　人
63,233

職員数

区　分 初任給 経験年数10年 経験年数20年

大学卒 185,800円 ー

ー

356,200円

ー高校卒 151,500円

　　人
412

給料

　　　千円
1,511,026

職員手当

　　千円
367,054

期末･勤勉手当

　　千円
609,907

計

　　　千円
2,487,987

　　　　千円
20,253,468

　　　　千円
3,550,844

　　　　　%
17.5

特別行政
部　　門

107人
(7人)

109人
(5人)

2人
(▲2人)

公営企業等
会計部門

660人
(9人)

616人
(10人)

▲44人
(1人)

合　　計 1,080人
(43人)

1,028人
(36人)

▲52人
(▲7人)

期末・勤勉
手　　  当

6月期

12月期

計

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度

その他
加算措置

1人当たり
平均支給額

期末手当

1.225月分

1.375月分

2.6月分

自己都合

20.445月

29.145月

41.325月

49.59月

職制上の段階、職務の等級による加算措置有

勤勉手当

0.85月分

0.95月分

1.8月分

勧奨･定年

25.55625月

34.5825月

49.59月

49.59月
退職手当

地域手当

支給対象地域

支給率

1人当たり平均支給月額

全地域

6％

19,988円

平成30年
4月1日退職者数 採用者数

増減平成29年
4月1日

平成30年
4月1日

採用者数は、平成29年4月2日から平成30年4月1日に採用した人数です。
(　)内は再任用短時間勤務職員であり、外書きです。

4　平均給料月額等の状況

5　一般行政職の級別職員数

6　主な職員手当の状況

区　　　分

区分

1級

2級

3級

4級

5級

6級

7級

8級

計

標準的な職務内容

主事･技師

主事(相困)･技師(相困)

主査

統括主任･主任主査

補佐

課長･主幹

次長･課長(相困) 

部長

職員数 構成比

93人

44人

54人

70人

26人

13人

17人

9人

326人

28.5%

13.5%

16.6%

21.4%

8.0%

4.0%

5.2%

2.8%

100.0%

一般行政職

平均給料月額

296,800円

平均給与月額

385,046円

平均年齢

41.1歳

平均給与月額は、平成29年4月分の給料および職員手当（期末･勤勉手当を除く）
の合計を平成29年4月の職員数で除したものです。

職員数は津島市の給与条例に基づく行政職給料表（1）の適用を受ける、主に事務
的業務を行う一般行政職の職員の数です。
※相困…相当困難な業務を処理

休職者、派遣職員を含み、臨時･非常勤職員を除きます。
(　)内は再任用短時間勤務職員であり、外書きです。
職員数は各部門に所属する一般行政職および各専門職の職員の数です。
特別行政部門とは、教育部門および消防部門です。
公営企業等会計部門とは、病院部門および上下水道部門です。

人件費には、特別職および教育長に支給される給料、報酬等を含みます。

職員数は、公営企業会計関係事業（水道事業等）および特別会計事業（介護保険事
業等）に係る職員以外の職員の数です。職員手当には、退職手当は含みません。

※個人が特定されるものについては公表していません（2人以下の項目）。

3　一般行政職の初任給等の状況

2,744千円 18,632千円

定年前早期退職特例措置
（2～20％加算）

平成28年度
津島市人事行政の運営状況を公表します

平成29年度
津島市人事行政の運営状況を公表します

平成29年度
津島市人事行政の運営状況を公表します



「市政のひろば」つしま2018.125

平成29年度津島市人事行政の運営状況

　職員の健康管理のため、1年に1回定期健康診断または人
間ドックを受診させています。
　また、深夜業務および放射線業務等の従事者に対して、上
記健康診断に加えて特別健康診断を実施しています。

1　職員の勤務時間（標準的なもの）

1　職員の分限処分の状況

1　研修の状況

営利企業等への従事許可の状況

1　職員の定期健康診断の状況

2　公務災害認定の状況

問合　人事秘書課人事秘書Ｇ　☎24-1124

3　津島市公平委員会に対する措置要求および
　  不服申立ての状況

2　勤務成績の評定の状況

2　職員の懲戒処分の状況

2　主な休暇の状況

7　特別職の報酬等の状況

3　育児休業等の取得の状況

勤務時間

種　類

年次有給休暇

病気休暇

特別休暇

1年につき20日付与

概　　　　　　要

休憩時間

12：00～13：008:30～17:15
（休憩時間を除き7時間45分）

時間外勤務
手　　　当

平成29年度普通会計決算額

1人当たり平均支給月額

支給職員の割合

1人当たり平均支給月額

配偶者　　　　　10,000円
その他　1人につき8,000円
（配偶者がいない場合の1人目は10,000円）
（15歳～22歳の子1人につき5,000円加算）

12,000円を超える家賃の
額に応じ、最高27,000円

55,000円を限度とし、
運賃相当額の範囲内で支給

平成28年度より廃止

通勤距離に応じ、
最高24,500円

手当の種類 危険手当、市税徴収手当、税務
調査手当、不快手当ほか8種類

119,343千円

24,925円

24.1%

6,709円特殊勤務
手　　当

扶養手当

住居手当

通勤手当

区　分

育児休業取得者

男性

女性

2人

理由

心身の故障

職務中の負傷 出張中の負傷 通勤中の負傷 計

6件 0件 2件 8件

免職 降任 休職

0人 0人 6 人

理由

法令違反

職務上の義務違反

研修区分

概 　 要

対 象 者

評価期間

全職員

平成29年4月1日～平成30年3月31日

主な研修名

一般研修

専門研修

延受講者数

590人

519人

免職 停職 減給 戒告

0人 0人 0人 0人

0人 0人 0人 0人

0人 0人 １人 0人

60人

部分休業取得者

1人

63人

育児短時間勤務

0人

9人

給料月額等 期　末　手　当

給料
市　長

副市長

906,000円

761,000円

6月期
12月期
計

役職加算･管理職
加算措置有

1.55月分
1.70月分
3.25月分

議　長

副議長

議　員

481,000円

441,000円

417,000円

報酬

0件

0 件

借家 ･借間
居 住 者

交通機関等
利 用 者
交 通 用 具
利 用 者

持 家 者

選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事
故その他の特別の事由により職員が勤務
しないことが相当である場合

負傷または疾病のため療養する必要があ
る場合

全体の奉仕者た
るにふさわしく
ない非行

一般職員研修、係長研修、課長研
修など

職員の職務活動を評価し、職員の能力開発と
適材適所の職員配置等を目的とした人事考課
制度を実施しています。

地方自治法研修、地方公務員法研
修、民法研修など

職員の分限および懲戒処分の状況

職員の服務の状況

職員の研修および勤務成績の評定の状況

職員の福祉および利益の保護の状況

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
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1
9
4
8
年
12
月
10
日
、国
連
が「
世
界
人

権
宣
言
」を
採
択
し
た
の
を
記
念
し
、毎
年
12

月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、「
人
権
デ
ー
」を
最
終
日
と
す
る
1
週
間

を「
人
権
週
間
」と
定
め
、人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、日
ご
ろ
か
ら
人
権
問
題
学
習
講

座
の
開
催
や
、人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン
を
推

進
す
る
な
ど
、人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク･

バ
イ
オ

レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）や
高
齢
者･

子
ど
も
へ
の
虐
待

な
ど
に
対
す
る
相
談
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、社
会
に
は
部
落
差
別
、障
が
い
者
差
別

な
ど
の
様
々
な
偏
見
や
差
別
が
あ
り
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
な
ど
の
新
た

な
人
権
問
題
も
生
じ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、全
て
の
人

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
近
づ

け
る
よ
う「
津
島
市
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
条
例
」が
平
成
30
年
4
月
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。条
例
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん

に
、お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、相
手
を
思
い

や
る
気
持
ち
を
高
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
権
週
間
を
契
機
に
、私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
あ
ら
た
め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
、

偏
見
や
差
別
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

《
世
界
人
権
宣
言
70
周
年
》

『
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀
』

ー
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う

　
　
　

違
い
を
認
め
合
う
心
ー

第
4
条　

市
民
は
、互
い
の
人
権
を
尊
重 

　

す
る
と
と
も
に
、人
権
意
識
の
向
上
に

　

努
め
る
も
の
と
す
る
。

2　

市
民
は
、市
と
共
に
自
ら
が
ま
ち
づ

　

く
り
の
担
い
手
と
し
て
、人
権
が
尊
重

　

さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る

　

も
の
と
す
る
。

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

平
成
30
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

人権侵犯事件の新規開始件数の推移 

22,437

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

21,718
20,999

19,443 19,533

インターネット上の人権侵害情報に
関する人権侵犯事件の推移

そう思う

957

1,429

0% 20%

41.61,182

有効回答数

750

1,008

平成26年度調査

平成21年度調査

平成15年度調査

32.0 25.6

29.5 16.9 51.7

23.3 19.8 55.2

0.8

1.9

1.7

40% 60% 80% 100%

1,736
1,909

2,217

そう思わない わからない 無回答　平成26年度に実施した
人権･男女共同参画に
関する市民意識調査結
果で、「今の日本は基本
的人権が尊重されている
社会だと思いますか」と
いう質問に対し、「そう思
わない」と回答した人は、
平成21年度から15.1ポイン
ト増加し、32.0％でした。

Memo

人権週間
12月4日㈫～10日㈪

問合　人権推進課人権同和・男女参画G
☎55-9364

問合　人権推進課人権同和・男女参画G
☎55-9364

人権について考えてみませんか

15,000

20,000

25,000

500

1,000

1,500

2,000

2,500
(件) (件)

資料:｢法務省の人権擁護機関の取組｣から
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市
で
は
、法
務
省
な
ど
の
関
係
機
関
や
人

権
擁
護
委
員
と
連
携
し
、相
談
窓
口
や
支
援

体
制
を
充
実
し
、人
権
教
育･

人
権
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、人
権
問
題
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
ら
、人
権
擁
護
委
員
に
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
内
容
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時･

場
所
　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

毎
月
第
2･

4
金
曜
日 

午
前
9
時
〜
正
午

　

☎
24-

3
4
5
6（
予
約
不
要
）

　

名
古
屋
法
務
局
津
島
支
局

　

毎
週
月･

木
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　

☎
26-

2
4
2
3（
予
約
不
要
）

主
な
相
談
内
容

・
い
じ
め
、体
罰
、不
登
校
児
問
題

・
部
落
差
別
、女
性
差
別
な
ど
の
差
別
問
題

・
家
庭
内
の
問
題（
親
子
、夫
婦
、結
婚
、離 

　

婚
、相
続
、扶
養
な
ど
）

・
そ
の
他
、人
権
問
題
に
係
る
も
の

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、男
女
の
立
場

を
対
等
と
し
、性
別
に
縛
ら
れ
ず
、一
人
ひ
と

り
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
、あ
ら
ゆ
る

分
野
で
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、喜
び
や

責
任
を
分
か
ち
合
う
社
会
を
い
い
ま
す
。

　

今
、皆
さ
ん
の
周
り
で
は
、男
女
共
同
参
画

社
会
は
ど
れ
ほ
ど
実
現
し
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。身
近
な
と
こ
ろ
で
、男
性
が
育
児
や
家
事

を
す
る
、女
性
が
地
域
の
代
表
と
な
り
発
言

を
す
る
、家
族
が
み
ん
な
で
協
力
し
て
介
護

を
す
る
な
ど
、こ
れ
ら
は
男
女
共
同
参
画
社

会
へ
の
第
一
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
改
め
て
、家
庭
、職
場
、地
域
、

社
会
の
中
で
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、踏
み
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　　

働
く
す
べ
て
の
人
々
が
、「
仕
事
」と
育
児

や
介
護
、趣
味
や
学
習
、休
養
、地
域
活
動
と

い
っ
た「
仕
事
以
外
の
生
活
」と
の
調
和
を
と

り
、そ
の
両
方
を
充
実
さ
せ
る
働
き
方
・
生
き

方
の
事
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
子
育
て
や
介
護
な
ど
を
す
る

人
が
増
え
て
い
る
今
、仕
事
と
生
活
の
調
和

を
図
り
た
い
と
い
う
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、資
格
を
取
っ
て
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
を

し
た
り
、し
っ
か
り
休
養
を
と
り
疲
労
を
回
復

す
る
な
ど
、様
々
な
か
た
ち
で
ワ
ー
ク･

ラ
イ

フ･

バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き
た
ら
い
い
な
と
考

え
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
は
、

単
に
仕
事
と
生
活
に
割
く
時
間
を
半
々
に
す

る
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。仕
事
と

生
活
の
う
ち
、ど
こ
に
重
点
を
置
き
た
い
か

は
そ
の
人
の
生
き
方
、働
き
方
、年
齢
等
に
応

じ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

今
一
度
、ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

本
年
4
月
か
ら「
津
島
市
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、人
権
が
尊

重
さ
れ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に

は
、お
互
い
を
理
解
し
合
う「
思
い
や
り
の

心
」が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。一
人
ひ

と
り
が
ま
わ
り
の
人
々
を
思
い
や
り
、大
切

に
さ
れ
る
社
会
。そ
の
上
で
、一
人
ひ
と
り
の

個
性
が
発
揮
で
き
る
社
会
。そ
ん
な
す
ば
ら

し
い
希
望
に
満
ち
た
、津
島
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

日
比　

一
昭　

心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

子どもの人権
　子どもの人権を守るためには、家庭、地域、
学校など社会全体で積極的に協力･行動して
いくことが必要です。市では、子どもを「社会
の宝」として地域全体で育み･見守る社会を醸
成するため、次の施策に取り組んでいます。

子どもの人権を尊重する意識づくり
　児童の権利に関する条約の理念を普及･啓発し、異世代間交流など子ども
の人権を大切にする意識づくりを進めます。
虐待、いじめ、体罰など子どもの人権に関わる重大問題への対応
　子どもや保護者のための相談体制を充実し、予防や心のケアに努めます。
また、家庭、地域、学校、関係機関の連携による情報の共有化など、早期発見･
早期解決に向けた体制づくりを進めます。
豊かな人間性を育む教育の推進
　人を思いやり、いたわる心を育むことができるよう、学校などにおける心の
教育を充実させます。
子どもが健やかに育つ環境づくりと子どもの参画促進
　地域で子どもを見守り、育む環境づくりのため、子育て家庭への支援や安心
して遊び交流できる場を提供します。
　また、子どもを保護や援助の対象としてだけでなく、独立した人格として尊
重する意識を持ち、子どもが社会に参加しやすい環境づくりに努めます。
人権侵害に対する相談支援体制の充実
　地域や関係機関と連携を強化し、最適な救済機関に案内する仕組みや誰も
が相談しやすい身近な相談体制の整備などの充実に努めます。
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社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書

　

中
村
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る
厚
生
年
金

相
談
が
、毎
月
2
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
日　

毎
月
第
1･

第
3
木
曜
日（
祝
日

　

の
場
合
は
変
更
）

※

市
政
の
ひ
ろ
ば「
市
民
相
談
」の
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　

相
談
室（
市
役
所
1
階
）

相
談
の
仕
方　

相
談
日
当
日
、市
民
課
受
付

　

前
で「
番
号
札
」を
午
前
8
時
30
分
か
ら
先

　

着
順
で
配
付
し
ま
す
。あ
わ
せ
て「
年
金
相

　

談･

手
続
受
付
票
」を
配
付
し
ま
す
の
で
、

　

所
要
事
項
を
記
入
の
上
、年
金
手
帳
等
、年

　

金
相
談
に
関
す
る
も
の
を
す
べ
て
持
参
し

　

て
、相
談
時
間
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

混
雑
時
に
は
、相
談
受
付
を
制
限
す
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。相
談
で
き
る
の
は
、午
前･

　

午
後
各
10
人
で
す
。

※

こ
の
年
金
相
談
で
は
、共
済
年
金
や
恩
給

　

の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
の
連
絡

　

先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る「
平
成

30
年
分
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、今
年
10
月
1
日
以
降
に
初
め
て
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、翌
年
2
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
に
は
、必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合　

保
険
年
金
課
医
療･
年
金
Ｇ

　
　
　

☎
24-

1
1
1
4

　
　
　

中
村
年
金
事
務
所

　
　
　

☎
0
5
2-

4
5
3-

7
2
0
0

　

☎
0
5
7
0-

05-

4
8
9
0

　
（
予
約
受
付
専
用
）

　

予
約
受
付
専
用
電
話
の
受
付
時
間
は
、月

〜
金
曜
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
で
す
。

※

予
約
の
際
は
、基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る 

　

も
の
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
相
談

年
金
事
務
所
で
の
相
談･

手
続
き
の
際
は

予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

個人市・県民税（個人住民税）の特別徴収推進について

お知らせください

　事業者が所得税の源泉徴収義務者である場合、地方税法および各市町村の条例の規定により、特別徴収
義務者として従業員の毎月の給与から個人市･県民税を特別徴収していただくこととなっています。
　市では、平成26年度から、原則として特別徴収義務者に指定し、特別徴収税額決定通知書を送付していま
す。事業主の方々のより一層のご理解とご協力をお願いします。
 特別徴収の対象になる方
　前年中に給与の支払いを受け、かつ当年の4月1日に給与の支払いを受けているすべての従業員（パート･
アルバイトも含む）
 特別徴収の対象にならない方
・退職者（退職予定者を含む）
・2つ以上の事業所から給与の支払いを受け、他の事業所で特別徴収が行われている方
・毎月の給与支給額が少なく、個人市・県民税を特別徴収しきれない方
・給与が毎月支給されていない（不定期な）方
問合　税務課市民税Ｇ　☎55-9263

　
　固定資産税は、毎年1月1日を賦課期日として課税します。
　そのため、賦課期日までに家屋の取壊しや新増築、用途変更、未登記家屋の名義変更、土地の利用状況の
変更などをされた場合ご連絡ください。
※平成30年1月2日以降に新増築された家屋について、固定資産税評価額を算出するため、税務課家屋担当
　調査員による家屋調査を随時実施していますので、ご協力をお願いします。
問合　税務課固定資産税Ｇ　☎55-9264

年
金
の

お
知
ら
せ
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平成31年度市･県民税の主な変更点

◆配偶者控除および配偶者特別控除の見直し
　平成29年度税制改正により、配偶者控除および配偶者特別控除の見直しが行われ、合計所得金額が1,000万円を超
える方は配偶者控除の適用がなくなりました。また、配偶者特別控除についても控除額が改正され、対象となる配偶
者の合計所得金額が38万円超123万円以下とされました。
　今回の改正により、配偶者控除および配偶者特別控除ともに、合計所得金額により控除額が細分化されています。
問合　税務課市民税Ｇ　☎55-9263

・今回の改正により、配偶者特別控除の対象となる配偶者の合計所得金額の上限は引き上げとなりましたが、配偶者 
　自身は所得が増加すると、市･県民税が増額になる場合があります。
・市･県民税の増額が各種行政サービスの負担額の算定に影響がある場合もあります。
・今回の改正は市･県民税（税法上）の改正です。「税法上の扶養」と健康保険などの「社会保険上の扶養」とは判定
　基準が異なります。社会保険上の扶養については加入している組合にお問い合わせください。

ご注意ください

納税義務者の合計所得金額
（給与所得のみの場合の給与収入額）

配偶者の合計所得金額
（給与所得のみの場合の給与収入額）

配
偶
者
控
除

配
偶
者
特
別
控
除

900万円以下
(1,120万円以下)

38万円以下
(1,030,000円以下)

33万円

38万円

33万円

31万円

26万円

21万円

16万円

11万円

6万円

3万円

22万円

26万円

22万円

21万円

18万円

14万円

11万円

8万円

4万円

2万円

11万円

13万円

11万円

11万円

9万円

7万円

6万円

4万円

2万円

1万円

適用なし

適用なし

※70歳以上の配偶者

38万円超90万円以下
(1,030,000円超
  1,550,000円以下)
90万円超95万円以下
(1,550,000円超
  1,600,000円以下)

95万円超100万円以下
(1,600,000円超
  1,667,999円以下)
100万円超105万円以下
(1,667,999円超
  1,751,999円以下)

105万円超110万円以下
(1,751,999円超
  1,831,999円以下)
110万円超115万円以下
(1,831,999円超
  1,903,999円以下)

115万円超120万円以下
(1,903,999円超
  1,971,999円以下)
120万円超123万円以下
(1,971,999円超
  2,015,999円以下)
123万円超
  (2,015,999円超)

900万円超
950万円以下
(1,120万円超
  1,170万円以下)

950万円超
1,000万円以下
(1,170万円超
  1,220万円以下)

1,000万円超
(1,220万円超)

個人市・県民税（個人住民税）の特別徴収推進について

配偶者控除および配偶者特別控除の控除額
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